
令和３年度 吉浜小学校４～６年（２９１名分）こどもアンケート結果 まとめ

【分析】

「問い１」の円グラフをご覧ください。学校経営方針５本柱の

うちの一つ「児童の主体的な学び」に関連するアンケート結果で

す。青の部分は４１％、オレンジは３８％です。青とオレンジ合

わせて７９％の児童が主体的に学んでいると考えていることが分

かります。ある児童の感想には国語の授業の「走れ！」が分かり

やすくおもしろい、との言葉がありました。この「走れ！」の授

業では教材研究の成果をタブレットの教材ソフト「ロイロノート」

に落とし、教員間で共有して授業を進めました。その結果「授業

力の向上」が見られ、児童のわかりやすさや面白さにつながった

のだと考えられます。ただ目標は８０％以上なのでもう少し授業

力を向上させ、学ぶ楽しさを実感させたいところです。

また、赤で示されている部分は「学びたいとは思わない」と答

えている児童です。現地点で１４人います。５年生が３人、６年

生が１１人です。クラス別の人数も分かりますのでこれをもとに、

原因を分析し改善策を立てています。

「問５・問い７・問８」の結果をご覧ください。よく似た傾向

です。「深い学び」は「自分の考え」を表現できる環境に宿るこ

とが分かります。「対話」を重ねることで、自分の殻を打ち破る

ような感動体験が味わえる学級を目指し、児童の成長を促したい

と考えています。

１２月のアンケートでは向上した結果が得られるようにし、評

価委員の皆様からご評価いただきたいと思います。



令和３年度 吉浜小学校 教員（３２名分）アンケート結果 まとめ【前期】

【分析】
授業力向上３・５・８をご覧ください。３では２７人の教員

が「はい」と答えていますが、意図的な環境の構成という言葉

が入る５では６人減り２１人、８の課題追究を支えたり引き出
したりする意図的な環境はさらに５人減少し１６人の教員が
「はい」と答えるにとどまっています。
児童の意欲を引き出す意図的な環境構成には様々ありますが

ここでは教員の教科横断的な視点に焦点をあてます。
例えば「算数（割合）」「社会（地図・工業地帯の産業内容）」

「総合（防犯）」を結びつけた完成事例があります。
割合を示す円グラフや帯グラフ作成の学習（算数）と関連し、

社会で工業地帯の産業内容を
示す帯グラフ【左図】に注目
させ、これは割合のみを表す
グラフだと示しました。

そして空き巣の現実（総合）を可視化するためには、「割合
と量を同時に示すグラフ」「地図と量を同時に示すグラフ」が
必要なことを実感させるため上記赤線のグラフを掲示しまし
た。それにより「人の感情に訴える戦略的なグラフの活用」へ
の探究心につながりました。
このような授業をつくるには、深い教材研究が必要です。教

員間で何度も話し合い、よりよい授業をつくりあげていきたい
です。後期は愛知教育大学の加納 誠司先生に教えを受け、生

活科単元を教員全員で参観し学び合う全体授業を行います。
また、授業では板書が大きな力を発揮します。今年度は、主

題研究で愛知教育大学の磯部征尊先生を講師に招き「四色板書」
の研修を受けました。全教員が授業公開を行い、課題解決学習
を実施し授業力を磨いているところです。
続いて授業力１ と指導力・マネジメント力(学級･学年経営)

１をご覧ください。これらから多くの教員がしっかり児童に向

き合っていることが分かります。ただ働き方改革１ と指導力
・マネジメント力(学級･学年経営)３の結果から教員間では、
対話力を意識していく必要があると感じました。
最後に地域力では、これまで積み重ねた地域素材活用に加え、

ICTを活用した情報発信の模索に力を入れたいと思います。


